
第回「ＪＴＢ交流創造賞」決まる

優
秀
賞 新潟県上越市

映画×文化×まち　新しいことをカタチに！
日本最古級の映画館「高田世界館」の挑戦。

ＮＰＯ法人　街なか映画館再生委員会

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出

選
考
委
員
特
別
賞

岩手県遠野市

世界一ビールが楽しいまち遠野・
ビールの里実現に向けた取り組み

株式会社BrewGood（ビールの里まちづくり
協 議 会 事 務 局）

６
次
産
業
を
体
系
化

優
秀
賞 島根県邑南町

ＪＲ三江線の廃止を乗り越え
“天空の駅”一帯を廃線の聖地に

旧服部医院を再活用する会

人
々
の
交
流
を
生
み
出
す

最
優
秀
賞 岩手県山田町

漁師が地元の海をまるごと魅せる！
漁 船 ク ル ー ズ で 町 を 活 性 化

マリン・ツーリズム山田

観
光
客
と
漁
師
に
相
乗
効
果

受賞の喜び

橋広行
社長執行役員
ＪＴＢ

「持続可能な観光」を応援

（４）第３０１８号 第３種郵便物認可 ２０２０年（令和２年）１月２５日（土曜日）

有形文化財の高田世界館

　
新
潟
県
上
越
市
高
田
地
区
で
芝

居
小
屋
「
高
田
座
」
と
し
て
１
９

１
１
年（
明
治

年
）に
開
業
し
、

１
９
１
６
年
（
大
正
５
年
）
に
改

称
し
た
「
高
田
世
界
館
」
を
メ
イ

ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
た
取
り
組

み
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
街
な
か
映
画

館
再
生
委
員
会
」
は
地
域
の
人
々

と
の
協
力
を
も
と
に
設
立
さ
れ
た

運
営
団
体
で
、
高
田
世
界
館
の
保

存
や
上
映
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

日
本
最
古
級
と
も
言
わ
れ
る
、
稀

有
な
歴
史
的
産
業
遺
産
、
有
形
文

化
財
で
あ
る
「
高
田
世
界
館
」
の

魅
力
を
活
用
、
発
信
し
て
い
く
こ

と
で
、
映
画
館
だ
け
で
な
く
、
人

々
、
ま
ち
、
周
辺
地
域
の
に
ぎ
わ

い
を
再
生
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
る
。

　
【
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
】

　
◆
古
き
良
き
日
本
の
原
風
景
と

も
言
え
る
高
田
世
界
館
の
魅
力
を

改
め
て
県
内
外
へ
と
広
く
発
信
し

て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
ち
の

に
ぎ
わ
い
を
創
り
出
し
、
地
域
ブ

ラ
ン
ド
、
市
民
の
プ
ラ
イ
ド
や
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
象
徴
と
し

て
、
大
き
な
価

値
を
も
た
ら
し

て
い
る
。

　
◆
映
画
と
い

う
既
存
の
コ
ン

テ
ン
ツ
に
、
交

流
を
創
出
す
る

ユ
ニ
ー
ク
な
企

画
を
数
多
く
盛

り
込
む
こ
と

で
、
施
設
の
存

続
の
み
な
ら

ず
、
再
生
～
さ

ら
な
る
発
展
を

促
す
こ
と
に
成

功
し
て
い
る
点
を
評
価
す
る
。

　
◆
再
生
を
遂
げ
る
高
田
地
区

で
、
そ
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て

も
注
目
を
集
め
、
今
後
も
地
域
と

観
光
客
の
交
流
の
ハ
ブ
と
し
て
期

待
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な

地
域
市
民
主
体
で
の
文
化
・
芸
術

的
取
り
組
み
の
存
在
意
義
は
大
き

い
と
考
え
る
。

ビアツーリズム

　
ビ
ー
ル
の
原
材
料
に
欠
か
せ
な

い
ホ
ッ
プ
の
日
本
有
数
の
栽
培
地

で
あ
る
岩
手
県
遠
野
市
。

年
の

歴
史
が
あ
り
、
今
も
日
本
一
の
栽

培
面
積
を
誇
る
一
方
、
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
に
よ
っ
て
生
産
量
は

激
減
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
を
前
に
酒
造
メ
ー
カ
ー
と

遠
野
市
は
ホ
ッ
プ
農
業
衰
退
の
解

決
を
目
指
し
取
り
組
み
を
始
め
、

２
０
１
５
年
か
ら
は
「
ホ
ッ
プ
の

里
か
ら
ビ
ー
ル
の
里
へ
」
と
い
う

ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
い
る
。

年


月
か
ら
は
こ
の
「
ビ
ー
ル
の
里

構
想
」
を
持
続
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
し
て
い
く
た
め
の
事
務
局
と
し

て
、Ｂ
ｒ
ｅ
ｗ
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
を
設
立
。

ホ
ッ
プ
農
業
の
未
来
だ
け
で
な

く
、
地
域
全
体
を
含
め
た
活
性
化

を
目
標
に
多
角
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。

　
【
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
】

　
◆
ホ
ッ
プ
栽
培
農
業
が
直
面
す

る
危
機
を
乗
り
越
え
る
だ
け
で
は

な
く
、
「
ホ
ッ
プ
の
里
か
ら
ビ
ー

ル
の
里
へ
」
と
い
う
明
確
な
ビ
ジ

ョ
ン
の
も
と
、
遠
野
市
の
ビ
ー
ル

づ
く
り
を
起
点
に
し
た
６
次
産
業

を
体
系
化
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ク

タ
ー
に
広
く
メ
リ
ッ
ト
や
利
益
を

も
た
ら
す
事
業
構
造
を
つ
く
っ
て

い
る
。

　
◆
観
光
交
流
と
し
て
着
実

に
来
場
者
実
績
を
伸
ば
し
て

お
り
、
ビ
ー
ル
を
消
費
す
る

だ
け
で
は
な
い
フ
ァ
ン
や
サ

ポ
ー
タ
ー
な
ど
か
ら
多
く
の

支
援
を
受
け
て
い
る
。
若
手

の
サ
ポ
ー
タ
ー
や
移
住
者
な

ど
も
増
え
て
お
り
、
遠
野
市

の
国
産
ホ
ッ
プ
栽
培
の
次
世

代
を
担
う
人
材
の
育
成
に
成

功
し
て
い
る
。

　
◆
地
域
が
抱
え
る
課
題
を
新
し

い
視
点
と
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
、
実

利
的
な
事
業
構
想
な
ど
に
よ
っ
て

ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
し
、
さ
ら
な
る

可
能
性
へ
と
つ
な
げ
て
い
る
。
北

海
道
や
青
森
の
ホ
ッ
プ
農
家
も
遠

野
市
同
様
に
状
況
は
深
刻
化
し
て

お
り
、
日
本
全
国
で
も
農
業
の
衰

退
や
後
継
者
不
足
に
悩
む
地
域
は

多
い
が
、
今
回
の
取
り
組
み
は
一

つ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
着
目

す
べ
き
。

旧
Ｊ
Ｒ
三
江
線
宇
都
井
駅

　
２
０
１
８
年
３
月
に
廃
線
と
な

っ
た
Ｊ
Ｒ
三
江
線
の
邑
南
町
に
あ

る
宇
都
井
駅
と
口
羽
駅
、
そ
の
周

辺
施
設
一
帯
を
観
光
と
交
流
の
拠

点
と
し
て
盛
り
上
げ
て
い
く
取
り

組
み
。
宇
都
井
駅
は
日
本
一
高
い

駅
舎
（
地
上

㍍
）
と
し
て
「
天

空
の
駅
」
と
呼
ば
れ
、
ま
た
、
周

辺
に
は
邑
南
町
宇
都
井
の
歴
史
を

物
語
る
旧
服
部
医
院
が
残
さ
れ
て

い
る
。近
年
は
人
口
減
少
が
進
み
、

高
齢
化
率
は

％
の
限
界
集
落
と

な
っ
て
い
る
。
宇
都
井
駅
と
旧
服

部
医
院
を
中
心
に
、
周
辺
一
帯
の

観
光
資
源
・
資
産
を
活
用
し
な
が

ら
、
観
光
人
口
、
交
流
人
口
の
継

続
的
な
増
加
と
地
域
を
活
性
化
さ

せ
る
取
り
組
み
を
続
け
て
い
る
。

　
【
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
】

　
◆
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト

「
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
イ
ル
ミ
」
や
マ
ル

シ
ェ
、ト
ロ
ッ
コ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

観
光
資
源
の
魅
力
を
最
大
化
し
な

が
ら
、
鉄
道
フ
ァ
ン
に
限
ら
ず
多

く
の
人
々
と
の
交
流
を
生
み
出
す

取
り
組
み
が
評
価
に
値
す
る
。

　
◆
宇
都
井
駅
だ
け
で
な
く
、
旧

服
部
医
院
な
ど

の
周
辺
の
観
光

資
源
を
再
発

掘
、
再
利
用
、

再
発
信
す
る
こ

と
で
、
カ
フ
ェ

＆
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
「
う
づ
い
通

信
部
」
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、

交
流
会
な
ど
、

地
域
全
体
を
回

遊
す
る
仕
組
み

を
つ
く
っ
て
い

る
。

　
◆
象
徴
的
な
観
光
遺
産
や
里
山

の
風
景
、地
区
の
歴
史
、グ
ル
メ
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
財

源
、
鉄
道
公
園
構
想
な
ど
、
地
域

資
源
を
活
用
し
た
交
流
の
促
進
や

活
性
化
、
そ
し
て
持
続
可
能
な
観

光
地
化
計
画
な
ど
、
地
域
が
一
体

と
な
っ
た
模
範
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
な
っ
て
い
る
。

漁師の船で行く山田湾クルーズ

養殖いかだ見学コースの様子

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

や
ま
だ
ワ
ン
ダ
フ
ル
体
験
ビ

ュ
ー
ロ
ー
　
服
部
真
理
さ
ん

　
小
さ
な
町
の
漁
師
た
ち
が

自
分
た
ち
の
漁
業
を
や
り
な

が
ら
頑
張
っ
て
や
っ
て
い
る

活
動
が
全
国
的
に
認
め
ら
れ

て
良
か
っ
た
。

　
正
直
に
言
う
と
応
募
し
た

の
は
百
万
円
の
賞
金
が
目
当

て
（
笑
）。こ
れ
で
い
ろ
い
ろ

な
備
品
を
そ
ろ
え
ら
れ
る
。

　「
マ
リ
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
山
田
」

は
、
２
０
０
５
年
ご
ろ
地
元
の
漁

師
た
ち
７
、
８
人
で
結
成
さ
れ
た

会
員
制
の
グ
ル
ー
プ
。
当
初
は
県

内
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
養
殖
漁
業

体
験
を
目
的
に
活
動
し
て
い
た
。


年
の
震
災
を
境
に
一
度
は
活
動

を
中
止
す
る
も
、

年
夏
に
新
生

「
マ
リ
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
山
田
」

と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
。
再
開
後
は

県
外
か
ら
も
広
く
人
々
を
受
け
入

れ
、
漁
業
を
中
心
と
す
る
観
光
体

験
を
展
開
し
て
い
る
。

　
取
り
組
み
で
は
山
田
町
の
資
源

の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
、漁
業
の
復
興
、

そ
し
て
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指

す
。

　
【
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
】

　
◆
観
光
客
は
山
田
町
の
漁
師
た

ち
の
「
生
き
が
い
」
を
通
じ
て
、

山
田
町
な
ら
で
は
の
リ
ア
ル
な
体

験
を
楽
し
み
、
そ
こ
で
生
ま
れ
た

今
ま
で
な
い
交
流
に
よ
っ
て
漁
師

は
「
や
り
が
い
」
を
感
じ
、
双
方

に
大
き
な
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
て

い
る
こ
と
を
評
価
す
る
。

　
◆

年
の
再
開
以
降
、
着
実
に

規
模
を
拡
大
し
て
お
り
（

年
９

月
時
点
で
千
人
以
上
を
受
け
入

れ
。
再
開
当
初
の
約
３
倍
）
、
地

元
の
人
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
交
流

の
源
流
と
し
て
し
っ
か
り
と
根
付

い
て
い
る
点
。

　
◆
復
興
支
援
の
み
な
ら
ず
、
真

に
地
域
の
人
と
資
源
、
そ
し
て
ア

イ
デ
ア
に
よ
っ
て
活
動
を
盛
り
上

げ
、
思
い
を
見
え
る
化
し
、
観
光

客
を
巻
き
込
む
こ
と
に
成
功
し
て

い
る
。
今
後
の
事
業
予
定
か
ら
も

さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
で
き
る
。

　
ま
ず
は
、
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま

に
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ

な
ら
で
は
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

（
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
お
よ

び
仕
組
み
）
の
提
供
に
よ
り
、
地

球
を
舞
台
に
あ
ら
ゆ
る
交
流
を
創

造
し
、お
客
さ
ま
の
感
動
、共
感
を

呼
び
起
こ
す
「
交
流
創
造
事
業
」

を
事
業
ド
メ
イ
ン
と
し
て
掲
げ
、

グ
ル
ー
プ
を
あ
げ
て
第
三
の
創
業

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
交
流
創
造
賞
」
は
２

０
０
５
年
に
創
設
し
、
今
年
度
で


回
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
交
流
創
造
賞
の
大

き
な
特
徴
は
、
地
域
の
独
自
性
が

生
か
さ
れ
、
今
後
の
発
展
が
期
待

で
き
る
「
持
続
可
能
な
観
光
」
を

応
援
す
る
賞
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
今
回
も
各
地
に
お
け
る
観
光
振

興
に
対
す
る
斬
新
な
取
り
組
み
を

表
彰
し
、
交
流
を
創
造
す
る
こ
と

に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。
受
賞

地
域
の
「
こ
れ
か
ら
」
に
、
ぜ
ひ

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　ＪＴＢは日、第回「ＪＴＢ交流創造賞」の受賞作品を発表した。新た
な知恵や特性を生かした観光交流、地域活性化の取り組みを表彰する「組織
・団体部門」では、マリン・ツーリズム山田（岩手県山田町）の「漁師が地
元の海をまるごと魅せる！漁船クルーズで町を活性化」が最優秀賞に決まっ
た。ＪＴＢ交流創造賞は、地域に根ざした持続的な交流の創造と各地域の魅
力の創出、地域の活性化に寄与することを目的として年に創設された。

１
月

日
に
開
催
さ
れ
た
授
賞
式
の
様
子


